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小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要

第
四
七
号
（
二
〇
一
四
）
一
一
一　

一
一
八

―

「
暇
之
記
」
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
記
録
で
あ
る
。

筆
者
、
成
立
年
と
も
に
明
記
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
下
館
藩
主
黒
田
直
邦
に

よ
る
正
徳
―
二
年
の
参
勤
交
代
時
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

直
邦
は
、
将
軍

綱
吉
•
吉
宗
に
重
用
さ
れ
た
大
名
で
、
政
道
書
や
儒
学
·
和
歌
・
に
関
す
る
書
物
や
、

儒
仏
神
三
教
一
致
を
説
く
「
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
」
の
注
釈
書
「
鳴
鶴
紗
」
を
記

す
な
ど
、
多
く
の
著
書
を
残
す
学
者
で
も
あ
る

―。
ま
た
、
史
料
か
ら
は
、
当
代
き

っ
て
の
学
者
で
あ
る
荻
生
祖
棟
や
林
信
篤
ら
と
の
交
流
や
、
直
邦
の
家
族
・
親
族
と

の
繋
が
り
、
そ
し
て
直
邦
が
見
た
下
館
地
域
の
人

々
の
生
活
や
情
景
を
伺
う
こ
と
が

で
き
る
。

本
史
料
は
、
下
館
周
辺
の
地
域
史
史
料
と
し
て
も
、
ま
た
当
時
の
政
治
の
中
心
に

い
た
人
物
の
記
録
と
し
て
も
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
高
い
。
正
徳
三
年
春
よ
り
秋
ま

で
の
全
記
録
の
う
ち
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
翻
刻
の

紹
介
を
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、
同
年
七
月
十
三
日
か
ら
史
料
の
最
後
ま
で
を
紹
介

す
る
二
。

は
じ
め
に
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一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
原
文
に
次
の
よ
う
な
修
正
を
施
し
た
。

1
．
行
改
め
は
原
文
と

一
致
し
な
い
。

2
．
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

3
．
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
異
体
字
や
旧
字
等
は

適
宜
残
し
た
も
の
も
あ
る。

4
．
意
味
判
読
上
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
、
読
点

「
、
」
を
加
え
た
。

5
．
濁
点
・
半
濁
点
を
適
宜
に
施
し
た
。

6
．
原
本
に
あ
る
濁
点
に
は
、
傍
点
「
．
」
を
付
し
た
。

7
．
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

I

（
し
て
）
．
~
（
よ
り
）
、
は
そ
の
ま
ま

と
し
た

。

1

（
こ
と
）
・
片
~
（
と
き
）
等
は
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

8
．
踊
り
字
・
繰
り
返
し
符
号
は
、
漢
字
は

々
、
平
仮
名
は
A

・
、ゞ

ヽ

|
 "
I
t
o
m
a
 ,
n
o
,
 k
i
"
 wr
i
t
t
e
n
 b
y
 K
U
R
O
D
A
,
 Na

o
k
u
n
i
 |
 

Y
o
k
o
 S
A
K
A
I
R
I
 

二
字
以

T
h
e
 o
l
d
 d
o
c
u
m
e
n
t
 n
a
m
e
d
 "I
t
o
m
a
 ,no'ki

"
 w
a
s
 written in 1
7
1
3
,
 b

y
 N
a
o
k
u
n
i
 K
U
R
O
D
A
,
 the F

e
u
d
a
l
 L
o
r
d
 o
f
 S
h
i
m
o
d
a
t
e
.
 Th

i
s
 m
o
d
e
s
t
 contribution o
f
 

6̂ I
t
o
m
a
 ,no, ki

"
 assists in further a
n
a
l
y
z
i
n
g
 the relationships b
e
t
w
e
e
n
 different r
e
g
i
o
n
s
 in the E
d
o
 p
e
r
i
o
d
.
 

「
暇
之
記
」
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
を
使
用
し
た
。
縦
帳、

七
四
丁
。
表
紙
に
「
暇
之
記
」
、
内
表
紙
に
「
い
と
ま
の
記
」
と
記
さ
れ
る
。
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史
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々

々

9
．
本
文
中
に
見
え
る
地
名
・
人
名
・
難
解
な
用
語
等
に
は
、
注
番
号
（
一
、

十
三
日

（
寒
）

秋
も
夜
さ
む
に
な
り
ゆ
く
ま
A

、
（

虫

）

（

声

）

む
し
の
こ
ゑ
も
好
ま
ざ
り
て
、

（
常
）

ら
ぬ
萩
か
下
葉
も
所
せ
き
露
に
夜
な

l
＼
う
つ
ろ
ふ
月
の
つ
ね
よ
り
も
今
宵
は
さ
や

（

澄

）

（

吹

払

）

か
に
す
み
の
ぼ
り
て
、
ね
た
む
べ
き
雲
も
み
な
ふ
き
は
ら
ひ
、
松
の
風
さ
へ
た
え
て

（

昔

）

（

今

）

〈

曇

）

（

浮

）

さ
び
し
き
に
、
い
と
ゞ
む
か
し
い
ま
の
事
に
て
く
も
り
も
な
く
う
か
び
き
ぬ
れ
は
、

（

更

行

）

（

移

）

財

（

覚

）

お
ぼ
え
ぬ
事
も
な
く
な
が
め
か
こ
ち
て
ふ
け
ゆ
く
ま
し
、
世
の
う
つ
り
か
は
り
、
あ

（

惜

）

（

上

）

る
は
な
く
、
な
き
は
数
ぞ
ふ
あ
は
れ
な
る
な
か
に
、
お
し
み
奉
り
て
も
う
へ
な
き
は
、

（

昔

）

（

若

）

〈

自

ら

）

（

里

）

む
か
し
の
わ
か
君
の
御
う
へ
な
ら
じ
、
み
づ
か
ら
い
と
け
な
き
時
は
母
さ
と
に

（

生

立

）

（

受

）

（

若

）

（

生

ま

れ

）

お
ひ
た
ち
三
、
称
号
を
さ
へ
う
け
た
り
し
よ
し
あ
り
て
、
さ
き
の
わ
か
君
む
ま
れ
さ
せ

（

添

刀

）

宮

給
ふ
よ
り
つ
か
へ
奉
り
四
、
は
じ
め
て
御
み
や
ま
う
で
と
い
ふ
事
も
御
そ
へ
か
た
な

（

持

）

〈

年

）

も
ち
て
供
奉
に
侍
る
五
、
又
の
と
し
の
冬
、

西
の
御
丸
へ
う
つ
り
住
せ
給
ひ
六
、
や
う

（

賑

）

l
＼
五
つ
の
御
と
し
に
な
ら
せ
給
へ
は
、
此
程
に
は
御
元
服
、
御
官
位
な
ど
に
ぎ
は
し

（

誰

）

か
る
べ
き
御
事
を
だ
れ

l
＼
も
お
も
ひ
あ
ふ
ぎ
奉
る
に
、
い
か
な
る
月
日
ぞ
五
月
廿

（

置

）

（

悲

）

八
日
に
か
く
れ
さ
せ
給
ふ
、
身
の
を
き
所
な
く
か
な
し
き
は
さ
る
も
の
に
て
、
つ
ぎ

（

失

）

（

宿

世

）

ー
＼
め
で
た
き
御
代
を
う
し
な
は
せ
給
ひ
し
、
御
す
く
せ
七
っ
た
な
き
八
事
を
の
み
、

い
と
ま
の
記 二

、
三
…
）
を
付
け
、
末
尾
で
説
明
を
加
え
た
。

上
は
く
・
ぐ
と
し
た
。

た
ゞ
な

講
せ
さ
せ
給
ひ
し
を
ば
、
天
下
お
し
ゅ

（
度
）

ら
な
り
、
四
書
―
四
は
一
―
―
た
び
ま
で
お
し

（
度
）

た
び
の
頃
よ
り
か
参
り
侍
し
、
書
を
よ

し
一
五
た
て
ま
つ
ら
ぬ
こ
そ
、
い
と
御

（

教

の

道

）

（

説

聞

）

を
し
へ
の
み
ち
な
ど
と
き
き
か
せ
給
ふ

（

自

ら

）

ふ
、
み
づ
か
ら
む
ま
れ
え
て
ね
ぶ
る
も

（

能

）

（

囃

）

事
を
聞
に
も
、
又
は
御
の
う
•
は
や
し

（
暮
）

れ
は
、
明
く
れ
こ
の
事
を
し
か
ら
せ
給

（

驚

さ
し
も
あ
ら
ぬ
を
、
そ
の
時
は
お
ど
ろ

（

柳

沢

吉

保

）

（

睦

つ
か
は
れ
し
少
将
吉
保
朝
臣
に
む
つ

文
童
の
か
た
は
こ
の
ま
せ
給
は
ざ
り
し

下
館
の

（

思

出

）

し
世
の
事
を
つ
く

l
＼
と
お
も
ひ
い
づ

（
多
）

人
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
事
の
み
ぞ
お
ほ
か

（

慕

）

伊
川
ニ
―
の
あ
と
を
し
た
は
せ
給

そ
め
、

身
に
お
は
ぬ
四
品
に
い
た
り
、

て
の
ち
も
、

（
若
）

わ
か
君
に
つ
か

（

嘆

）

な
げ
き
お
し
み
奉
る
、

（

近

）

院
九
の
御
身
ち
か
く
ま
い
り
な
れ
侍
る
し
‘

（

召

出

）

折
ふ
し
ご
と
に
め
し
い
で

（

昼

夜

）

ひ
る
よ
る
つ
か

き
仰
ご
と
あ
り
て
1
0
、

（

語

）

（

尽

）

か
た
る
に
も
筆
に
も
つ
く
し
が
た
し
、
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誼

保
が
娘
を
妻
に
せ
よ
と
の
仰
ご
と
さ
へ
有
け
る
一
六
ヽ

（
気
色
）

か
ね
て
吉
保
が
御
け
し
き
と
り

た
る
に
も
あ
ら
ざ
り
け
ら
し
、
常
に
過
た
り
と
お
ぼ
し
け
る
に
や
、
な
に
は
の
事
に

も
ふ
く
や
か
に
よ
し
と
は
の
給
は
せ
ず
、

と
の
黒
田
信
濃
一
七
が
い
ふ
、

一
生
の
事
、

御
前
に
て
義
論
な
ど
す
る
を
も

あ
る
時
本
庄
何
が
し
が
い
ひ
し
と
て
、
も

（
後
）

む
ま
子
一
八
の
三
五
一
九
は
、
の
ち
は
た
ゞ
も
の
な
ら
じ
、

（

忍

）

わ
か
二
人
の
子
ど
も
、
あ
る
は
い
た
め
せ
こ
め
す
れ
ど
も
、
よ
く
し
の
び
て
、

思

（

否

）

（

苦

）

（

幼

）

お
さ
な
き
よ
り
な
く
こ
と
な
く
、
い
な
み
二
0
も
せ
ず
、
く
る
し
と
も
お
も
は
ぬ
よ
し
、

（

語

）

（

言

）

（

言

）

か
た
り
け
る
と
な
ん
、
周
幡
ニ
―
が
い
ひ
し
と
、
か
く
人
の
い
へ
る
こ
と
に
よ
そ
へ
な

（

教

事

）

・

（

髪

）

ど
し
て
の
給
は
ず
、
か
A

る
事
も
み
な
御
を
し
へ
ご
と
な
り
け
る
に
や
、
御
ぐ
し
の

（

暮

）

（

召

）

（

侃

刀

）

こ
と
、
明
く
れ
御
め
し
物
奉
り
、
い
づ
く
へ
出
御
な
ら
せ
給
ふ
に
も
、
御
は
か
せ
に

（

参

）

ま
い
り
て
、
供
奉
に
侍
る
、
た
く
み
に
絵
を
か
A

せ
給
ひ
、
大
文
字
、
ま
た
は

（

色

紙

・

短

冊

）

（

書

）

（

硯

）

（

磨

）

（

絵

具

）

．

し
き
し
た
ん
ざ
く
な
ど
か
A

せ
給
ふ
に
も
、
御
す
ゞ
り
ま
い
ら
せ
、
墨
す
り
え
の
ぐ

（

調

）

（

自

ら

）

（

聞

）

と
A

の
へ
な
ど
し
て
ま
い
ら
す
、
み
づ
か
ら
と
一
人
二
人
よ
り
外
は
、
人
に
き
か
さ

（
知
）

せ
給
は
ぬ
御
大
事
な
ど
も
し
ら
さ
せ
給
ふ
、
折
ふ
し
は
吉
保
が
家
へ
出
御
な
ら
せ
給

（
後
）

ひ
、
御
講
談
あ
り
て
の
ち
、
家
の
史
官
の
者
ど
も
、

（
聞
）

き
か
せ
給
ふ
―
ニ
ヽ

こ
れ
夫
子
の

あ
る
時
み
づ
か
ら
も
論
者
の
列
に
有
し
か
、
論
語
の
十
有
五
而
志

干
学
二
三
と
い
ふ
章
を
論
題
と
し
て
、
何
が
し
が
論
を
あ
げ
て
と
き
云
、

（
当
）

大
学
の
一
二
綱
領
二
四
に
あ
つ
れ
ば
、

徳
の
至
善
な
り
、
六
十
よ
り
新
民
の
事
、

三
十
四
十
は
明
徳
の
事
、

五
十
は
明

七
＋
は
新
民
の
至
善
也
な
ど
、
何
が
し
も

（
言
）

さ
る
も
の
に
て
、
長
崎
に
久
し
く
あ
り
て
け
れ
ば
、
こ
と
葉
の
花
こ
と
は
り
の
匂
ひ

（

鮮

）

（

説

述

）

・

（

不

審

）

あ
り
て
、
あ
ざ
や
か
に
と
き
の
ぶ
、
論
席
に
ふ
し
ん
す
る
も
の
も
な
か
り
け
れ
ば
、

も
、
わ
が
身
申
な
だ
め
て
え
さ
せ
ん
な

の
事
ま
で
も
の
給
は
せ
、

き
、
大
学
の
明
徳
に
お
ゐ
て
は
、
人
の

（

同

）

（

違

人
と
物
と
性
は
お
な
じ
く
て
心
に
た
が

（

類

）

た
ぐ
ひ
せ
ず
、

し
か
ら
ば
明
徳
を
ば
、
い

明
と
い
ふ
に
気
を
か
ね
た
り
、
さ
れ
ば

あ
て
A

い
は
く
、
明
徳
の
至
善
に
て
あ
-

（

至

）

不
諭
矩
と
こ
ろ
に
い
た
ら
ね
ば
、
明
怖

至
れ
る
つ
ゐ
ぐ
な
れ
ば
、
新
民
を
ば
い

（
言
）

い
へ
ど
こ
と
は
り
ひ
ら
き
が
た
く
て
ロ

（
当
）

情
に
あ
つ
れ
ば
、
性
と
い
ふ
べ
き
ぞ
、（

答

と
こ
た

る
や
と
い
ふ
と
き
、

日
是
也
、

ろ
有
と
云
、
論
衆
み
な
伏
せ
り
、
み
づ

語
類
に
み
え
た
り
、

（

答

）

是
也
と
は
こ
た
へ
ら
れ
た
れ
、
た
ゞ
性

と
云
二
五
ヽ

門
人
が
性
を
あ
げ

か
へ
ら
せ
給
ひ
て
、

み
づ
が

の
桂
昌
院
エ
ハ
の
御
前
へ
も
信
濃
が
よ

l

（

大

半

）

（

賜

）

た
い
は
ん
か
た
な
し
二
七
、
物
た
ま
は

（
言
）

み
づ
か
ら
に
お
も
ふ
所
あ
ら
ば
い
ヘ

す
A

み
給
ふ
事
を
の
給
へ
る
は
、
か
れ
バ
＂
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シ

た
え
て
さ
び
し
き
夜
半
の
月
影

雲
は
れ
て
の
こ
れ
る
松
の
風
だ
に
も

何
く
れ
と
こ
A

ろ
に
し
の
ぶ
い
に
し
へ
は

い
ね
も
や
ら
ず
、

事
を
、

か
の
僧
た
ち
に
た
は
ふ
れ
給
ひ
、

（

拙

）

寺

つ

ね

に

さ

ぶ

ら

ふ

、

仏

道

の

つ

た

な

き

儒

道

の

（

尊

）

（

愚

）

た
う
と
き
な
ど
の
給
は
す
れ
ば
、
僧
た
ち
は
又
仏
道
を
あ
が
め
、
儒
道
を
を
ろ
か
な

（

気

色

）

（

抗

）

（

囃

）

り
と
御
け
し
き
を
え
て
あ
ら
が
ひ
申
す
、
御
は
や
し
の
の
ち
な
り
け
る
に
、
心
休
庵
が

（

謡

）

す
は
八
大
龍
王
と
う
た
ふ
は
、

す
は
と

（
答
）

は
な
に
と
の
か
く
ぞ
、
い
か
な
る
こ
A

ろ
ば
へ
を
い
ふ
に
や
と
云
、
み
づ
か
ら
こ
た
ヘ

（

同

）

（

俄

）

て
、
す
は
と
は
そ
ゞ
や
と
い
ふ
と
お
な
じ
く
い
う
、
に
は
か
に
物
を
さ
し
て
、
そ
れ

そ

ゞ

や

げ

い

い

し

や

う

う

い

の

き

ょ

＜

き

や

う

は

よ
と
い
ふ
が
ご
と
し
、
長
恨
歌
に
、
驚
破
寛
裳
羽
衣
曲
と
い
へ
る
は
、
驚
破
と
か
い

（

労

）

ま

ふ

み
づ
か
ら
を
ろ
う
し
て
さ
き
に
舞
た
る
に
、

月
な
ら
で
ま
た
し
る
人
も
な
し

（
見
）

人
の
み
る
べ
き
物
な
ら
ね
ば
、

こ
よ
な
う

つ
れ

l
＼
な
ぐ
さ
め
て
書
つ
ゞ
く
る
な
り
、

か
へ
ら
ぬ
秋
を
は
る
か
に
思
ひ
、
ち
か
く
あ
ふ
れ
ば
、
は
て

l
＼
は
む
ね
ふ
さ
が
り
、

な
み
だ
に
の
み
む
せ
か
へ
り
、
月
を
み
る
さ
へ
う
ら
め
し
け
れ
ど
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
、

自
讃
に
似
た
れ
ど
、
こ

・

（

思

続

）

れ
は
数
に
も
あ
ら
ぬ
、
自
讃
す
べ
き
事
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
た
ゞ
お
も
ひ
つ
ゞ
く
が

て
す
は
と
訓
ず
と
い
へ
ば
、

（

笑

）

わ
ら
は
せ
給
ひ
し
二
九
ヽ

心
休
庵
が
い
ふ
べ
き
こ
と
は
な
き
を
、

（

書

綴

）

か
A

る
事
な
ど
か
き
つ
ゞ
く
れ
ば
、

注

せ
給
ふ
と
き
は
、

い
つ
も
の
御
祈
り
の
師
、
護
持
院
、
護
国
寺
、

心
休
庵
二
八
な
ど
、

長
ク
嘆
ス
往
？
者
ノ
ハ
易
二
疎
＇
遠

i

昔
ハ
記
ス
経
＇
筵

慮
＇
々
ノ
秋
＇
風

月
＇
篇
新
＇
古

条
テ
刻
レ
ム
骨
一

―
直
邦
の
経
歴
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
吉

て
誕
生
。
初
名
直
重
。
母
方
祖
父
、
館
ふ

を
名
乗
る
。
幼
少
よ
り
綱
吉
に
仕
え
昇

主
一
万
五
千
石
（
後
二
万
石
）
の
大
名

下
で
は
役
職
か
ら
離
れ
、
吉
宗
の
代
に
一

上
野
国
沼
田
城
主
（
二
万
五
千
石
）
と

す
る
記
録
は
、
上
総
古
文
書
の
会
に
よ
い
[

明
細
録
ー
上
総
久
留
里
藩
主
黒
田
氏
の

城
廼
一
滴
ー
上
総
久
留
里
藩
主
黒
田
氏

本
」
（
『
黒
田
家
臣
傭
稿
本
ー
上
総
久
留
田

も
参
照
さ
れ
た
い
。

二
「
史
料
紹
介
暇
之
記
ー
下
館
藩
‘
干

「
同
□
」
、
「
同
曰
」
は
、
『
小

五
•
四
六
号
に
掲
載
。
ま
た
、
「
暇
之
記

主
黒
田
直
邦
の
暇
ー
正
徳
一
―
一
年
「
暇
之

等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
四
二
号
、
ニ

三
母
も
と
に
お
ひ
た
ち
…
黒
田
直
邦
は
、

か
ら
、
母
方
で
育
っ
て
い
る
。

秋
興

I 

占
’
石
P

時
ノ
涙
げ

杵

急

＋
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四
先
の
若
君
…
徳
川
綱
吉
の
息
子
徳
松
の
こ
と
。
直
邦
は
、
徳
松
の
僻
と
な
っ
て
い
る
。

徳
松
は
、
延
宝
七
（
ニ
ハ
七
九
）
年
五
月
六
日
誕
生
、
天
和
一
―
-
（
一
六
八
三
）
年
閏
五

月
二
八

H
、
五
オ
で
没
。
延
宝
八
年
七
月
―
―
一
日
、
徳
松
が
神
田
邸
よ
り
大
奥
に
入
り
、

綱
吉
と
対
面
し
た
際
、
直
邦
は
停
役
と
し
て
時
服
二
領
を
拝
領
し
て
い
る
（
『
徳
川
実
記
』

同
日
条
）
。

五
「
御
明
細
録
」
延
宝
七
年
八
月
一
三
日
に
、
「
徳
松
様
山
王
社
江
初
而
御
参
詣
之
節
・

供
奉
二
而
御
登
城
、
御
老
中
方
御
列
座
、
堀
田
備
中
守
殿
〈
後
筑
後
守
〉
上
意
之
趣
、

被
仰
渡
す
、
御
時
服
二
領
御
拝
領
」
と
あ
る
。
（
『
御
明
細
録
』
注
一
。
以
下
同
じ
）

六
徳
松
は
、
延
宝
八
年
十
一
月
二
七
日
に
西
丸
に
入
り
、
若
君
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
『
徳
川
実
記
』
同
日
条
）
。

七
す
く
＇
せ
【
宿
世
】
前
世
か
ら
の
因
縁
。
宿
縁
。
宿
命
。
宿
業
。
し
ゅ
く
せ
。
（
『
国
』
）

八
つ
た
な
•
い
【
拙
】
運
に
恵
ま
れ
な
い
さ
ま
。
不
運
で
あ
る
。
不
仕
合
せ
で
あ
る
。
ま

た
、
薄
命
で
あ
る
さ
ま
。
（
『
国
』
）

九
常
憲
院
…
徳
川
綱
吉
。

1
0

直
邦
は
、
貞
享
二
(
-
六
八
五
）
年
二
月
十
一

H
に
小
納
戸
、
十
二
月
六
日
に
小
姓

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
徳
川
実
記
』
享
保
一
―
十
年
四
月
十
五
日
条
）
。
な
お
、
「
御
明
細

録
」
に
は
、
延
宝
七
年
五
月
八
日
に
「
舘
林
様
御
嫡
子
徳
松
様
被
遊
御
誕
生
二
付
、
信

濃
守
殿
年
来
御
勤
労
二
依
而
、
以
御
外
祖
信
濃
守
殿
許
ヽ
御
年
十
四
歳
二
而
徳
松
様
御

側
江
被
為
召
出
」
、
同
年
五
月
十
三
日
に
「
徳
松
様
御
小
姓
被
為
蒙
仰
、
新
規
―
―
―
拾
人

扶
持
御
拝
領
」
と
あ
り
、
徳
松
の
誕
生
後
す
ぐ
に
小
姓
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る。
―
―
直
邦
は
、
宝
永
元
年
―
二
月
二
六
日
に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
（
「
小
姓
黒
田
豊
前

守
直
邦
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
る
」
『
徳
川
実
記
』
同
日
条
）
、
元
禄
一
六
年
正
月
九

H
に

下
館
城
主
と
な
っ
て
い
る
（
「
小
姓
黒
田
豊
前
守
直
邦
、
水
野
隠
岐
守
勝
長
共
に
五
千

石
づ
A

加
恩
あ
り
、
直
邦
は
一
万
五
千
石
に
な
り
、
常
陸
国
下
館
の
城
主
に
な
さ
れ
、

勝
長
は
一
万
八
千
石
に
な
り
て
、
封
地
下
館
結
城
に
城
築
く
べ
し
と
命
ぜ
ら
る
」
『
徳

川
実
記
』
同
日
条
）
。

口
伊
川
…
程
願
の
こ
と
を
指
す
。
【
程
願
】
(

I

01
―一三

S
―
-
0
七
）
中
国
、
北
宋
の

儒
学
者
。
号
は
伊
川
（
い
せ
ん
）
。
周
敦
頚
（
し
ゅ
う
と
ん
い
）
に
学
び
、
六
経
に
精

通
し
理
気
二
元
論
を
立
て
、
朱
窯
（
し
ゆ
き
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
兄
の
程
願

（
て
い
こ
う
）
と
と
も
に
二
程
子
と
い
わ
れ
る
。
著
「
易
伝
」
「
伊
川
先
生
文
集
」
な

ど
。
（
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
林
』
）

三
経
義
…
経
書
の
意
味
、
内
容
。
経
書

―
四
四
書
：
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子

五
か
す
…
加
え
る
。
増
す
。
ふ
や
す
。

一
六
「
御
明
細
録
」
に
元
禄
四
(
-
六
九

養
女
与
御
縁
組
之
義
以
御
懇
之
上
意
袖

女
」
と
あ
る
。
ま
た
、
柳
沢
吉
保
側
宰

六
年
に
一
旦
る
吉
保
の
半
生
を
描
い
た
日

君
（
中
略
）
御
む
こ
が
ね
は
、
御
所
に

な
り
け
り
。
此
五
と
せ
ば
か
り
あ
な
ャ

ひ
て
、
年
へ
に
け
る
を
、
こ
と
し
、
わ

ど
な
り
」
と
あ
り
、
将
軍
綱
吉
の
命
に

か
る
。
土
佐
子
と
の
婚
約
は
、
元
禄
rrn[

―
―
一
校
注
『
松
陰
日
記
』
岩
波
文
庫
、
一

一
七
黒
田
信
濃
…
直
邦
祖
父
の
信
濃
守
甲

入
む
ま
ご
…
孫
の
こ
と
。
う
ま
ご
と
も

一
九
三
五
：
直
邦
の
こ
と
。
直
邦
の
幼
名

二0

い
な
'
.
む
【
辞
・
否
】
（
「
い
な
ぶ

を
表
わ
す
。
断
る
。
い
や
が
る
。
辞
退
i

二
―
周
幡
…
不
詳
。

三
＿
綱
吉
の
柳
沢
吉
保
邸
へ
の
御
成
り
は

（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
系
譜
』
柳
沢
吉

そ
の
際
、
幕
閣
や
側
近
、
僧
侶
な
ど
多

沢
家
家
臣
と
の
謁
見
や
贈
答
が
行
わ
れ

等
の
進
講
や
討
論
が
行
わ
れ
、
直
邦
も

寛
政
重
修
諸
家
系
譜
』
黒
田
直
邦
の
項

二
三
十
有
五
而
志
干
学
…
十
有
五
に
し

吾
十
有
五
而
志
干
学
、
一
二
十
而
立
、
四

七
十
而
従
心
所
欲
不
諭
矩
」
を
指
す
。

ニ
四
三
綱
領
…
儒
教
で
、
根
本
原
理
と
し

の
綱
領
と
し
て
三
項
目
八
条
目
と
し
て

る
）
、
親
民
（
民
を
親
し
く
愛
す
る
）

目
は
、
格
物
、
致
知
、
誠
意
，
正
心
、

二
五
「
大
学
」
の
明
徳
は
、
心
か
性
か
レ
―
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※
1
 

二
月
九
日
の
吉
保
邸
御
成
り
の
際
に
、
荻
生
惣
右
衛
門
（
祖
彼
）
に
問
い
、
日
ら
も
弁

じ
て
い
る
（
『
徳
川
実
記
』
同
日
条
「
御
講
義
例
の
如
く
は
て
、
こ
と
更
仰
事
あ
り
て
、

家
臣
荻
生
惣
右
衛
門
大
学
の
明
徳
は
心
か
性
か
と
い
へ
る
問
義
を
登
、
細
井
次
郎
大
夫
、

志
村
三
左
衛
門
、
山
東
久
左
衛
門
、
池
田
才
次
郎
等
、
思
く
に
是
を
緋
ず
、
時
に
み
づ

か
ら
其
旨
を
絣
晰
し
給
ふ
、
次
に
猿
楽
等
例
に
か
は
ら
ず
」
）
。
こ
の
日
、
直
邦
も
柳
沢

邸
に
伺
候
し
て
い
る
。

え
桂
昌
院
…
綱
吉
生
母
、
通
称
お
玉
の
方
。

二
七
か
た
な
し
…
そ
の
本
来
の
姿
や
価
値
が
そ
こ
な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
あ
と
に
残
ら
な

い
。
あ
と
か
た
も
な
い
。
ま
た
、
効
果
が
無
い
。
む
だ
で
あ
る
。
（
『
国
』
）

ニ
八
護
持
院
：
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
に
あ
っ
た
真
言
宗
の
寺
。
元
禄
元
年
（
一

六
八
八
）
、
徳
川
綱
吉
に
よ
り
、
湯
島
の
知
足
院
を
当
地
に
移
し
て
護

持
院
と
し
た
。
開
山
は
隆
光
。
幕
府
の
祈
願
所
と
な
っ
た
。

護
国
寺
…
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
。
天
和
元
(
-
六
八
一
）

年
、
綱
吉
生
母
桂
昌
院
の
帰
依
を
受
け
た
亮
賢
僧
正
が
開
山
と
な
り
創

建
さ
れ
た
。

心
休
庵
…
不
詳
。

二
九
霊
裳
羽
衣
の
曲
（
げ
い
し
ょ
う
う
い
の
き
ょ
く
）
は
、
唐
の
玄
宗
が
楊
玉
環
の
た

め
に
作
っ
た
と
さ
れ
る
曲
。
長
恨
歌
の
中
に
も
「
漁
陽
弩
鼓
動
地
来
驚
破
寛
裳
羽
衣

曲
」
と
あ
り
、
こ
の
曲
名
が
見
え
る
。

一
般
科

(
D
e
p
t
.
o
f
 G
e
n
e
r
a
l
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
)
 
y
s
a
k
a
i
r
i
R
o
y
a
m
a
 ,
 
ct.ac.jp 

【
受
理
年
月
日
―

1
0
―
四
年
九
月
三

0
日】
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9

し
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食
虹
ず
、
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氾
泉
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ふ
沿
．
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l
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易
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代
錢
叱
史

【「暇之記」の最後部分】

(7) 
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【黒田直邦墓】
多峰主山山頂近くにある黒田直邦の墓。墓は、小高くなった奥の部分で、石の柵に囲ま

れ自然石が置かれている。手前に見えるのは墓碑、さらにその手前に左右 2基の灯籠が見

える。墓碑には、「萬松院殿故中大夫拾遺兼豊前小M大守丹治真人関道鉄直邦大居士 享保二

十年乙卯三月二十六日」とある。

【黒田直邦の頌徳碑】
直邦の墓碑の右手前にある頌徳碑。太宰純（春台）撰ならびに書による。

(8) 


